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【はじめに】当社神戸東支所は今年３月に新社

屋に移転した。その際、太陽光発電を導入し７

月より発電を開始した。太陽光発電を設置した

メリット、デメリットについて検討したので報

告する。 

【太陽光発電について】太陽光発電は、再生可

能な自然エネルギーであり、人類のエネルギー

消費の支柱のひとつとなるエネルギー源であ

る。太陽光がある限り発電が可能であり、発電

効率も高く、省エネルギーにもつながる。しか

し、導入コストや立地の問題、天候などによる

発電能力の変動が周波数や電圧の変動を引き

起こすことへの対応など、解決すべき課題も多

く残されている。 

【検討方法】 

当社の太陽光発電はパネルを 84 枚設置してお

り、合計最大出力は 17.5ｋWである。この電力

量で検査機器と OS 機器、エアコン等電化製品

を含めた施設で使用している電力を賄えてい

るのか 24 時間毎、1 ヵ月毎の発電量と消費電

力量を調べた。 

次に電気代の変化を昨年度と比較した。建物の

面積と部屋数が異なるため、移転後４～6 月の

電気料金と発電開始の 7 月以降とも比較検討

を行う。 

【結果】 

晴れの昼中はすべての消費電力を太陽光で賄

うことができた。晴れていれば検査機器が稼働 

 していても売電できる発電量であった。太陽光

発電は天候に左右されるため、曇りや雨の日は

すべてを賄える電気量が作れなかった。また、

蓄電装置を設置していないため夕方以降の使

用量はすべて電力会社から購入する必要があ

ることは今までと変わらなかった。 

建築時のデメリットとして導入コストが高額

であること、売電の行政への申請受付期間が４

月から１２月と期限が設けられているため、引

っ越し時期によっては太陽光発電を開始でき

るまでに期間を要する事があげられる。 

当社は３月に移転したが、申請は４月にの受付

となり、申請後も順次売電メーターへの取替が

行われるため発電開始は７月となり３ヶ月以

上待たなければならなかった。 

【まとめ】 

近年、各地で自然災害が多発しているが、自家

発電ができれば、緊急時に必要な検査結果が提

供でき、地域医療の要となりうる。検査センタ

ーに太陽光発電を設置することは企業 SDGｓ

の取組みとしてだけではなく、BCP 対策とし

ても有用であると考える。しかし発電装置とは

別に蓄電装置をつけていないと悪天候時や夕

方以降は電力会社からの買電に頼るしかなく、

すべてを太陽光発電で賄うことは難しい現状

がある。 
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